

































































































































































狭山市  8,109   78
飯能市  2,522   47






















































































































































































































収入源 役割分担 出荷 生業
雇用
（家族以外）
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な職人による手揉み製茶が行われてきたが、昭和 30 年代後半から 30 k 型ラ
イン6）の普及と工程間のコンベア連結が進み、その後も昭和 40 年代後半に 















































　親世代の年代は昭和 23（1948）年～昭和 36（1961）年生まれ（令和 2年時
点で 70 代前半～50 代後半）であり、子世代が昭和 48（1973）年～平成元








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































はないと述べており、A.B や I.B のように長男である自分が継がなければ家
業が続かなくなってしまうという思いから就農を決意したことがうかがえる。










































家業を継いだ理由 他の職業への興味・関心 家業への認識 手伝い経験 自分の後継に対して 家業を継いだ理由
他の職業への
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7）  茶休みはE.Aが中学生の頃であった昭和 40 年代あたりで無くなったという。1 kg摘むごと
に賃金が発生し、その一部を学校に渡していたという。
8）  岩元は「いえ」規範の希薄化は親世代に起こっており、それが後継者世代の経営継承を阻害
した面があるのではないかと指摘している。そして、鹿児島県屋久島の緑茶栽培をしている
農家を例に挙げ、経営継承への強い動機は実際には親世代に依存することなのではないかと
考察している［岩元 2003：215］。
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